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「
変
革
期
を
リ
ー
ド
す
る
新
時
代
の

茨
城
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会
」の

中
間
提
言
を
行
い
ま
し
た

　

本
委
員
会
（
森
田
悦
男
委
員
長
）
は
、
今
年
３
月
の
設
置

以
降
、
財
政
基
盤
と
行
政
組
織
の
強
化
を
は
じ
め
、
出
資
団

体
改
革
な
ど
の
推
進
や
、
国
の
成
長
戦
略
の
下
で
進
め
ら
れ

て
い
る
デ
ジ
タ
ル
化
を
主
要
な
柱
と
し
て
審
議
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
県
執
行
部
か
ら
は
調
査
テ
ー
マ
に
係
る
現
状
な

ど
の
説
明
を
聴
取
し
た
ほ
か
、
大
学
教
授
や
先
端
技
術
の
研

究
者
、
医
師
や
企
業
の
代
表
者
な
ど
、
各
分
野
の
第
一
線
で

活
躍
す
る
有
識
者
か
ら
意
見
を
頂
き
な
が
ら
、
活
発
な
議
論

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

中
間
提
言
で
は
、
人
口
減
少
へ
の
戦
略
的
対
応
を
は
じ
め
、

誰
も
が
活
躍
で
き
る
暮
ら
し
や
す
い
茨
城
を
目
指
し
、
重
点

的
に
取
り
組
む
べ
き
事
項
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
な
総
合
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
本
提

言
の
趣
旨
を
十
分
に
尊
重
す
る
と

と
も
に
、
政
策
・
施
策
は
も
と
よ

り
予
算
や
組
織
体
制
な
ど
に
適
宜

的
確
に
反
映
し
、
効
果
あ
る
施
策

を
速
や
か
に
実
施
す
る
よ
う
知
事

に
求
め
ま
し
た
。

　

今
後
も
最
終
提
言
の
取
り
ま
と

め
に
向
け
、
引
き
続
き
調
査
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会

実
現
に
は
、
臨
海
部
の
産
業
集
積
地
域

だ
け
で
な
く
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
吸
収

面
に
着
目
し
た
取
り
組
み
も
必
要
で
あ

る
。
地
産
地
消
型
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
な
ど
も
対
象
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
拡
充
も
検
討
す
べ
き
だ
が
、
所
見
は
。

知
事　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
は

課
題
が
あ
り
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
で

あ
る
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
は
林

業
の
成
長
チ
ャ
ン
ス
に
な
り
得
る
た
め
、

臨
海
部
の
取
り
組
み
と
の
連
動
が
効
果

的
な
ら
ば
必
要
に
応
じ
検
討
す
る
。

議
員　

宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
の
分
野
で
、
本

県
が
飛
躍
を
遂
げ
る
た
め
に
は
、
大
企

業
を
誘
致
し
、
多
様
な
企
業
が
集
積
す

る
一
大
拠
点
を
形
成
す
べ
き
だ
と
考
え

る
。
県
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
な
目
標

を
掲
げ
、
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

大
企
業
の
誘
致
や
新
た
な
事
業

者
間
の
連
携
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、

事
業
者
の
声
を
踏
ま
え
、
宇
宙
ビ
ジ
ネ

ス
拠
点
の
な
お
一
層
の
魅
力
向
上
と
情

報
発
信
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

今
後
、
世
界
に
誇
る
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
拠

点
の
形
成
を
目
指
し
て
い
く
。

議
員　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
革
命

が
進
行
す
る
中
、
鹿
島
臨
海
工
業
地
帯

の
未
来
像
を
示
し
、
技
術
開
発
の
支
援
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
港
湾
へ
の
転

換
を
図
っ
て
も
ら
い
た
い
。
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
は
、
次
世

代
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
体
制
を
先
導
的
に

構
築
す
る
適
地
で
あ
る
。
規
制
緩
和
や

税
財
政
支
援
な
ど
を
積
極
的
に
提
案
し
、

民
間
の
先
進
的
取
り
組
み
を
誘
導
す
る
。

鹿
島
港
も
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

ポ
ー
ト
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
目
指
す
。

議
員　

昨
年
、
県
民
か
ら
の
直
接
請
求

に
よ
る
県
民
投
票
条
例
案
が
、
議
会
で

審
議
さ
れ
た
。
県
民
の
声
を
広
く
聴
き

取
る
機
能
は
、
執
行
機
関
で
も
重
要
で

あ
る
が
、
県
民
の
声
を
県
政
に
反
映
さ

せ
る
取
り
組
み
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

知
事　

広
聴
事
業
に
つ
い
て
は
、
知
事

就
任
後
す
ぐ
に
「
知
事
と
県
民
の
対
話

集
会
」
を
少
人
数
・
座
談
会
方
式
に
改

め
る
な
ど
従
来
型
の
手
法
を
見
直
し
て

き
た
。
今
後
も
県
民
の
声
を
聞
き
漏
ら

す
こ
と
の
な
い
よ
う
事
業
手
法
を
評

価
・
検
証
し
機
能
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　

過
疎
化
が
進
む
地
域
で
は
、
市

町
村
単
独
で
の
水
道
管
更
新
な
ど
に
限

界
が
来
て
い
る
。
水
道
事
業
の
広
域
化

を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

県
民
生
活
環
境
部
長　

水
道
事
業
環
境

が
厳
し
く
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
現
在
、

茨
城
県
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
作
業
を

進
め
て
い
る
。
県
と
市
町
村
の
水
道
事

業
を
全
て
統
合
す
べ
き
と
の
専
門
家
意

見
も
あ
り
、
市
町
村
と
連
携
し
、
安
定

的
な
水
道
供
給
体
制
整
備
に
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、

新
た
な
県
北

振
興
チ
ャ
レ

ン
ジ
、
郷
土

愛
と
起
業
家

精
神
の
醸
成

な
ど
も
質

問
）

議
員　

本
年
６
月
に
医
療
的
ケ
ア
児
支

援
法
が
成
立
し
、
医
療
的
ケ
ア
児
へ
の

支
援
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
責
務

へ
と
改
め
ら
れ
た
。
新
法
を
踏
ま
え
、

支
援
を
ど
う
強
化
し
て
い
く
の
か
。

保
健
福
祉
部
福
祉
担
当
部
長　

今
年
度

中
に
実
態
調
査
を
実
施
す
る
ほ
か
、
保

育
所
や
学
校
で
の
医
療
的
ケ
ア
児
の
受

け
入
れ
支
援
な
ど
に
取
り
組
む
。
居
住

地
域
に
か
か
わ
ら
ず
、
等
し
く
適
切
な

支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き

支
援
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、

意
欲
あ
る
農

業
人
材
の
確

保
、
中
通
川

の
整
備
な
ど

も
質
問
）

議
員　

県
の
医
師
確
保
に
よ
り
、
神
栖

済
生
会
病
院
で
も
２
年
前
よ
り
外
科
、

内
科
、
整
形
外
科
な
ど
で
常
勤
医
が
増

え
た
。
一
方
、
救
急
医
療
、
産
婦
人
科
、

小
児
科
の
現
状
に
は
不
安
が
残
っ
て
い

る
。
こ
の
改
善
と
医
師
の
地
域
偏
在
の

さ
ら
な
る
是
正
に
ど
う
取
り
組
む
か
。

保
健
福
祉
部
長　

神
栖
済
生
会
病
院
の

整
形
外
科
医
な
ど
、
医
師
確
保
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
医
師
配

置
調
整
ス
キ
ー
ム
 ※
に
基
づ
く
医
師
派

遣
を
よ
り
効
果

的
な
も
の
に
し

て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
神

栖
市
高
校
教
育

の
改
善
と
未
来

の
人
財
育
成
な

ど
も
質
問
）

議
員　

本
県
農
業
の
持
続
的
発
展
を
支

え
る
た
め
に
は
、
農
家
へ
の
情
報
発
信

や
経
営
に
係
る
相
談
に
き
め
細
か
く
対

応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
所
見
は
。

農
林
水
産
部
長　

県
で
は
現
場
に
近
い

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
が
、
農
業
者

の
経
営
規
模
や
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、

新
た
な
栽
培
技
術
の
導
入
な
ど
を
支
援

し
て
い
る
。
ま
た
県
広
報
紙「
ひ
ば
り
」

な
ど
に
よ
る
情
報
発
信
に
加
え
、
市
町

村
の
経
営
改
善
相
談
会
な
ど
も
活
用
し

補
助
事
業
な
ど

を
広
く
周
知
し

て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
看

護
師
の
確
保
、

交
番
・
駐
在
所

再
編
後
の
成
果

な
ど
も
質
問
）

鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
の
未
来
像
と
い
ば
ら
き
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
産
業
拠
点
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

県
民
の
声
を
聴
き

県
政
に
反
映
さ
せ
る
取
り
組
み

H2

H2

製造

(

製鉄所

イノベ拠点
大学・研究機関

茨城大 日立港区

常陸那珂
港区
大洗港区

鹿島港
研究機関・筑波大

NH3

大瀧　愛一郎 議員
いばらき自民党
常陸大宮市選出 

村田　康成 議員
いばらき自民党
神 栖 市 選 出

山野井　浩 議員
いばらき自民党
つくばみらい市選出 

中村　はやと 議員
無 　所 　 属
古 河 市 選 出  

県
北
山
間
地
域
に
お
け
る
水
道
供
給
体
制

の
課
題
と
水
道
広
域
化
の
推
進

医
療
的
ケ
ア
児
と
そ
の
家
族
へ
の
支
援

鹿
行
地
域
に
お
け
る
医
師
確
保
の
成
果
と

課
題
並
び
に
医
師
の
地
域
偏
在
の
是
正

農
業
者
の
経
営
に
係
る
支
援
の
強
化

い
ば
ら
き
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
産
業

拠
点
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の
展
開

宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
の
今
後
の
展
開

ことば ※【医師配置調整スキーム】…県内の政策医療機関や医師派遣元の大学、県医師会などで構成する協議会で、地域医療の課題と医師派遣の必要性を協議し、大学などへ医師の派遣
要請を行う仕組み。さらなる医師の地域偏在是正に向け、今年４月から、この仕組みによる医師派遣が行われている。

決
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

10
月
19
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、「
令
和
２
年
度
茨
城
県
公

営
企
業
会
計
決
算
の
認
定
」
お
よ
び
「
令
和
２
年
度
茨
城
県
公

営
企
業
会
計
に
係
る
利
益
の
処
分
」
に
つ
い
て
、
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

審
査
に
当
た
っ
て
は
、
公
営
企
業
を
所
管
す
る
企
業
局
、
病

院
局
お
よ
び
土
木
部
の
各
部
局
か
ら
事
業
実
績
な
ど
の
説
明
を

聴
取
す
る
と
と
も
に
、
代
表
監
査
委
員
に
決
算
審
査
意
見
を
求

め
、
詳
細
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

今後のベースロード電源となり得る木質
バイオマス発電（日立造船株式会社より提供）

宇宙ビジネスの分野で飛躍を
（株式会社ワープスペースより提供）

調査報告（中間提言） を行う田口伸一副委員長

新しいカーボンニュートラル鹿島に向けて

県民の声が反映される県政を
（県民との対話集会の様子）

一般質問（要旨）


